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平江方言概説 
 
張 盛開 
 
1. はじめにi 
1.1. 平江方言について 
平江方言とは平江県iiで使われている方言である． 
平江方言の所属については多くの説があり，それぞれ単一方言説と二種類混合説と三種
類混合説である．単一方言説とは湘方言か贛方言のどちらかであるとする説で，二種類混
合説とは，湘方言と贛方言の混合説もしくは客家語と贛方言の混合説とするものである．
これ以外は三種類混合説で，贛方言と湘方言と客家語の混合説とするものである． 
平江方言は総称であり，城関，東北郷，西郷，岑川の 4 つの方言地域に分けられる．こ
の中で城関方言は地域が一番広く，話者も一番多い．地元の人々も城関方言こそが標準的
な平江方言だと認識している．したがって本稿も城関方言を標準的な平江方言として扱う．
なお筆者は上記の城関方言地域の一つである三陽出身で母語もこの平江城関方言である． 
 
1.2. その他 
卒論では城関方言の音韻・文法体系を明らかにさせることを目的とする．本稿では品詞論だけに
絞る．本稿で扱う平江方言とは標準的な平江方言である上記の城関方言である．北京官話との対照
を通して城関方言の特徴を明らかにする．本稿で使う例文iiiは出典を明記したもの以外は筆者やコン
サルタントによる．本稿は筆者の内省や他のコンサルタントによる情報および録音した資料により
整理した．9人のコンサルタントの発話は発音においても文法事項においても大きな違いは見られな
い． 
表 3  コンサルタント詳細表 
順番 年齢 性別 出身地 母方言 現在地  県外滞在歴 
1 23 女 城関鎮 城関方言 城関鎮 長沙 4 年 日本１年 
2 24 男 三市 城関方言 北京 岳陽 3 年湘谭 4 年北京 2 年 
3 29 女 三陽  城関方言 日本 岳陽 3 年北京 4 年日本 5 年 
4 37 女 三陽 城関方言 北京 北京 19 年 
5 39 男 鐘洞 城関方言 北京 湘谭 4 年北京 17 年 
6 50 女 安定 城関方言 城関鎮 長期滞在歴なし 
7 58 女 三陽 城関方言 三陽 長期滞在歴なし 
8 65 男 三陽 城関方言 三陽 長期滞在歴なし 
9 60 代 男 城関鎮 城関方言 城関鎮 詳細不明 
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2. 先行研究 
平江方言については音韻，文法，語彙について個別に研究がなされているが，体系的な
研究は行われていない．伝統的な中国の方言の研究方法を用いており，音韻も言語学的に
は十分な分析がなされているとは言えない．文法についての記述があるのは以下の三つで
ある． 
まずは湖南省平江县志编纂委员会编（1994）『平江县志』の巻 6 の第二十三篇の第七，
八章である．七章の「地方語彙」では城関方言特有の名詞，動詞，形容詞，副詞，介詞，
代名詞，助数詞，方位詞の語彙をそれぞれ挙げてある．八章の「地方文法」では形態論，
統語論などについて書いてあるが，2 頁しかない． 
次に汪他 (1988)は東北郷方言地域の方言―長寿方言の指示代名詞と人称代名詞につい
て記述している．これによると，長寿方言の人称代名詞には 3 人称の単数は 2 つあり，近
くにいる場合は［k‘e6］であるが，遠くにいる場合は［la/ta］が使われる．1 人称の複数に
は包括形と除外形があり，指示詞は 4 系列であるという． 
李・张(1992)は東北郷方言地域の南江方言についての記述であるが，客家・贛方言地域
の各地方の発音，語彙，助数詞や短文などについて詳しく対照している．
 
3. 品詞論 
先行研究にならい，卒論では城関方言の品詞を名詞，動詞，形容詞，数詞，代名詞，副
詞，介詞（前置詞），接続詞，助詞，擬声語などに分けて考察した．本稿では特に北京官話
と異なるものについて述べる．そのうち，動詞関係のアスペクトと受身，代名詞，介詞（前
置詞）について述べる． 
 
3.1. 動詞 
3.1.1. アスペクト 
北京官話と同様，アスペクトを表す時には動詞の変化は見られないが，アスペクト助詞
を使う．アスペクト助詞については徐（2001）にしたがって完了体，存続体，進行体，経
験体，起始体，継続体，可能体，舒适体，貌（試行体）と分類した．城関方言のアスペク
トについては益陽方言に近い体系をもっていると筆者が判断したためである．ここでは北
京官話と遥かに異なるもの（完了体，進行体，可能体，舒适体）についてのみ述べる． 
 
Ⅰ 完了体 
 完了を表す助詞は「啊[a5]哒」と「干（哒）」である． 
01 咿本书我看啊哒．    这本书我看完了．        （この本を読んでしまった．） 
02 我洗啊哒衣．       我洗好了衣服．          （私は洗濯物を洗ってしまった．） 
03 昨夜我看干哒咿本书．   昨天晚上我看完了这本书． （昨日この本を読んでしまった．） 
04 我要考圆啊哒正回去．  我要考完了才能回去．    （テストが終わってから帰る．） 
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Ⅱ 進行体 
北京官話の進行体は「在」あるいは「正在」で表す．城関方言では進行体を表すのに「在」
にあたる「落」を使う以外に，場所を示す語も用いなければならない．場所を示す語がな
いと進行体とはならない． 
05 他落 ko3看电视．   他在（那）看电视．  （彼は今そこでテレビを見ている．） 
05＇他看电视．    他看电视．        （彼はテレビを見る．） 
05＇＇＊他落看电视．  他在看电视．        （彼はテレビを見ている．） 
06 我落咿啊写字．    我在（这）写字呢．  （私はここで字を書いているよ．） 
06＇ 我写字．        我在写字呢．  （私は字を書く．） 
06＇＇ ＊我落写字．      我在写字呢．  （私は字を書いているよ．） 
 
Ⅲ 可能体 
① 一般可能 
可能を表すときに用いる文型は基本的に「V 不 V 的」であり，不可能を表す場合は後ろ 
の V を省略する．  
07 咿个橘子吃不吃的哦? 这橘子能吃吗？         （このみかん食べられるの？） 
08 你吃不吃的生鱼片啰?  你能不能吃生鱼片？   （お刺身食べられるの？） 
09 吃不的酒，坐不的久． 喝不了酒，不能坐得太久． （お酒が飲めない．長く座れない．）   
 
② 結果可能 
上記の形式のほかに可能を表す時，結果動詞や可能動詞を用いることがある． 
10 来的成莫？          来得了吗？      （こられるの？） 
11 搞的赢啵?          来得及吗？      （間に合うの？）  
 
③ 状況可能 
能力ではなく，状況によって可能な場合は「V 的＋目的語」（できる）と「V 的哒」（～
をする準備ができた）の文型を使う．  
12 他冒吃酒，开的车． 他没喝酒，能开车． （彼はお酒を飲んでないから，運転できる．） 
13 咿各橘子吃的哒．      这些橘子可以吃了． （これらの蜜柑はもう食べられる．） 
14 饭吃的哒．            饭可以吃了．     （ご飯ができたよ．） 
 
Ⅳ 舒适体 
 以下は徐（2001）の舒适体についての定義である． 
 
舒适体の形式も「V＋得」で，好 V の意味を表す．このような動詞は普通受身のような意味を表
す単音節動詞である．「V＋得」は文末にしか使われない．」 
徐(2001) 
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これは動詞に助詞を付けることにより，形容詞的な意味になる．たとえば「吃的」は「好
吃」(おいしい)の意味を表す．城関方言も同様に「V＋的[7]」になる．  
15 咿格苹果吃的．       这苹果好吃． （このりんごはおいしい．） 
15＇吃苹果．         吃苹果．   （りんごを食べる．） 
16 咿只笔啧写的．            这支笔好写． （このペンは書きやすい．） 
16＇拿咿只笔啧写．          拿这支笔写． （このペンで書く．） 
 
3.1.2. 受身 
城関方言の受身を表す語は「落」[7]と「等」[3]がある．城関方言の受身は一般に
動作主を示すことが原則である．動作主がない受身は，能動文で表現するか，一般の代名
詞を入れて表現することになる．また完了受身と未完了受身によって，受身を示すことば
も異なる．完了受身は「落」を使い，未完了受身は「等」を使う． 
17 敌人落我哩赶走啊哒．敌人被赶走了．          (敵は追い出された．) 
18 门落谁撞开哒．   门被撞开了．         (ドアは乱暴に開けられた．) 
19 衣落雨擦湿哒．     衣服被雨淋湿了．         (雨に降られ，濡れた．)  
20 帯伞去，莫等雨擦湿哒．      帯伞去，別让雨淋湿了．  
(雨に降られないように傘を持っていってください．) 
21 快丫做作业，莫等老師话哒你． 快点做作业，別让老師説你． 
(先生に叱られないように，早く宿題を済ましてください．) 
 
 動作主を示さなくてもいい受身用法はもう 1 つある．使用する範囲は極めて狭い． 
22 搪哒打．      挨打了．        (打たれた．) 
23 搪哒断．      挨骂了．        (叱られた．) 
 
3.2. 代名詞 
3.2.1. 指示代名詞 
先行研究でも触れたように，近隣の長寿方言の指示代名詞には 4 系列がある．城関方言
も同様に 4 系列の指示代名詞を持つ．それらは大まかに日本語のコ，ソ，ア，ドと対応で
きる．ここでは主に日本語と対照していく．長寿方言とは違う所のみ指摘する． 
 
表 4  指示代名詞表 
  日本語 城関方言（字 音） 北京官話 
1 近 こ(れ) 咿（咯）  这 
遠 そ(れ) （咯） 那 
遠 あ(れ) （咯）  那 
不定 ど(れ) 辇(咯) ɲ４４ 哪 
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2 
 
近 こう 才子ｈ 这样 
遠 そう 子 那样 
遠 ああ  那样 
不定 どう 子 怎么样 
上の 2 の欄については汪他(1988)が記述しているように，長寿方言には 4 つあるが，城
関方言には 3 つしかない．「ああ」を表す意味で，城関方言ではこれも「ko3子」(そう)で
表すのに対し，長寿方言では[n１zi０](ああ)という形式が存在している．このことは次の汪
他(1988)にある例文からも観察される． 
 
ko３个字不是 ji3zi０写 ko０，也不是 ko３zi０写 ko０，（指黒板上的示范）要 n１ zi０写． 
（その字の書き方はこうでもない，そうでもない（黒板を指す）ああ書くのよ．） 
汪他(1988) 
                    
この文を城関方言に直せば，「ko３个字不是才子写咯，也不是 ko３子写咯，(指黒板上的示
範)要 ko３子写」になる． 
 
①「咿」と[才] の使い分け 
 「こう」の欄は 1 にしたがえば，「咿子」となるが，「咿」は形容詞に接続できないため，
形容詞を接続するときは「才」が使われる．また「咿子」は「こう(このように)」という
意味はなく，「このごろ」という意味になる． 
24 咿子是不才子搞咯．      现在是不那样做的．  (このごろはこうしないんだ．) 
 
② 指示代名詞に名詞を直接つけることはできない 
25 咿本书不好，ko３本书好． 这书不好，那书好．（この本はよくない，その本はいい．）  
26 ko３朵花真好看．         那朵花真漂亮！   
26＇*ko３花真好看．      那花真漂亮！   (その花，とてもきれいだ．) 
 
3.2.2. 人称代名詞  
表 5  人称代名詞 
 1 人称 2 人称 3 人称 
単数 複数 単数 複数 単数 複数 
北京官話 我 我们 咱们     你   你们      他 她   他们     
城関方言 我 我哩 我伙 你 渠4  你哩 渠哩 他   他哩  
発音  4 4 li1  45 4 4 4 1 41 1/
 1  1/l 1   
日本語 私 私たち あなた あなたたち 彼/彼女 彼ら 
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Ⅰ 1 人称  
① 1 人称複数の包括形と除外形 
1 人称複数の「我伙」と「我哩」の使い分けは包括形と除外形の違いである．包括形は
「我伙」で除外形が「我哩」である．長寿方言では「我伙」と同じように使う言葉が「我
伙里」があるが，城関方言では「我伙」だけを使う． 
27 我伙哈是平江人,你哩话栗山话,我哩话平江话． 
咱们都是平江人，你们说栗山话，我们说平江话． 
（私たちはみんな平江の人なのに，あなたたちは栗山方言を，私たちは平江方言を話す．） 
 
北京官話にも包括形と除外形があるが，平江方言との違いは汪他(1988)で詳しく述べて
ある．「「咱们」を使うときは必ずしも人称範囲の考慮によるものではなく，レトリックに
よって使うことが多い．これは「我们」を使うより，「咱们」を使ったほうが親しく感じら
れるからである．また改まった場合では「咱们」を使うべき所で「我们」を使うのをよく
見かける．というのは北京語の包括形と除外形の境目にある程度曖昧さがあるためである」
(汪他 1988：119)．  
 城関方言はどんな場合でも包括形と除外形は置き換えることができない．北京官話は包
括形と除外形の区別が相対的であるというならば，城関方言の包括形と除外形は絶対的で
あると言えるだろう．  
 
② 複数人称に単数形を使う 
城関方言では一人称の複数を表す場合でも単数形を使うことが多い．「我哩＋名詞」の
時は「我哩」は単数と複数の両方の人称を表すことができる．人称代名詞の単数が複数
を兼ねるのは近代漢語にも見られる．これは徐（2001）にも記述されている現象で，近
代中国語の名残である．吕（1985）は以下のように述べている． 
種々の心理作用により，我々は常に単数を意味する場所で複数形式を用いる傾向がある．もっ
とも一般的なものは一人称と二人称の属格で，例えば，自分の学校を「私たちの学校」と「私の
学校」とどちらを言っても適当である．これは前述した「我和跟我在一起的人」（私と一緒にいる
人と私）の意味である． 
吕（1985） 
 
Ⅱ 2 人称 
2 人称単数の你と渠[e4]は城関方言の特徴的な点である．汪他(1988)では長寿方言の 3
人称単数は他と［k‘e6］であるとしている．長寿方言はその人物が現場にいるかどうかに
よって区別する．現場にいる時は「他」，いないときは［k‘e6］を使うとしている．城関方
言では「你」と「渠」はどちらも聞き手であるため，本稿では 2 人称として扱ったほうが 
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適当であると筆者は判断した．聞き手が二人いる場合に，直接話し掛けている相手は「你」
であり，もう一方の聞き手は「渠」を使う．例えば下記の例文である．A，B，C，D の 4
人が地図を見ながら話している．A，B，C の 3 人が話をしており，D は近くで本を読んで
いる．A は直接 B に向かって話をしているが，B と C が聞いているという状況である． 
28 咿是我（A） 哩，咯是你（B） 哩，n1是他（D） 哩，辇是渠（C） 哩啊？ 
这是我（A）家,那是你（B）家,那边是他（D）家，哪是你（C）家? 
（これは私（A）の家で，それはあなた（B）の家で，あれは彼（D）の家だけれども，ど
こがあなた（C）の家なの？） 
このように A，B，C，D の 4 人にはそれぞれ異なった人称代名詞が用いられる．このこ
とは指示代名詞に 4 系列あることと関係しているのではないかと考えられる． 
 
Ⅲ 3 人称 
長寿方言では「第三者が現場にいるときは「渠里」と言い，現場にいないときは「他 
里」を用いる」という（汪他 1988）． 
 
他里是么 ti0时候走 ko0? 昨日上昼走 ko0．                      汪他（1988） 
（彼らはいつ行ったの． 昨日の午前中だよ．）           
             
城関方言では現場にいる人でも聞き手でなければ，「他哩」を使う．例えば，たくさん
の人が集まっている場所で，隣のテーブルの人のことについて話している場合，「他哩」を
使う． 
29 他哩是么哩人啊？我不认得呢．  他们是什么人，我不认识． 
 （彼らはどんな人なの？ 私，知らないわ） 
 
Ⅳ 城関方言の「哩」の使用範囲 
「我哩」は私たち（除外形）と私の家の 2 つの意味になる．「我哩屋里」とは「我哩」
よりすこし改まった表現である． 
我哩（屋里）―― 我家／我们家 ―― 私の家／私たちの家   
          
3.3. 前置詞「介詞」 
場所格を表す前置詞には「落」と [ta5]がある．その使い分けはすでに起きている動作
とこれから起こす動作の区別であると考えられるが，まだ明確な結論は出ていない． 
「落」は現在と過去の事柄を表す． 
30 正落教室哩读书．   正在教室里学习．    （教室で勉強している．） 
31 落黒板上写字．      往黑板上写字．    （黒板に字を書く．） 
31＇[ta5]黒板上写字．  在黑板上写字．      （黒板で字を書く．）  
32 落学校哩．          在学校里．        （学校にいる．） 
33 昨日他落我哩吃格饭．  昨天他在我家吃的饭． （昨日彼はうちでご飯を食べた．） 
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 [ta5] は未来と一般現在を表す． 
34 明朝你[ta5]我哩吃饭啦．  明天请在我家吃饭．（明日うちでご飯を食べてください．）  
35  [ta5]教室哩学习．   在教室里学习．    （教室で勉強する．）   
 
4. おわりに 
城関方言の興味深い特徴として以下のようなものがあげられる． 
• 進行体と表すときに場所を示す語を入れなければならない 
• 完了受身と未完了受身で異なる語を使う 
• 指示代名詞には 4 系列ある 
• １人称複数に包括形と除外形がある 
• ある動作が起こったかどうかの区別により，場所格を表す前置詞が違う 
 
今後の課題として以下のことがあげられる． 
• 文法事象の由来や背景，成立の原因などの解明 
• 中国諸方言の間における平江方言の位置付け 
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